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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 現在の人工肺では時間的な制約のため，不可能と考え

られる長時間の補助循環，特に肺硝子様膜症，火傷等に

よる呼吸不全，重症先天性心疾患，術後の呼吸不全等に

対して，訴訟人工肺を使用した静一動脈潅流法を施行

し，長時間にわたる肺補助を目的とした実験を行なっ

た．

 研究対象及び方法

 約10㎏の雑犬20頭を用い，動脈圧，静脈圧，心電図，

脳波を連続モニターする．

 1群は対照として，10％酸素，3％炭酸ガス，87％窒

素の混合ガスによる調節呼吸を死亡するまで行なう．

 H群は外頚静脈より脱血用の多孔式カニューレを右心

房まで挿入し，送血用カニューレを総頚動脈より大動脈

弓部へ挿入する．

 H群では脱血用カニューレを右心房へ，送血目カニュ

ーレを大動脈弁直上まで挿入する．

 ∬・皿群においては，同混合ガス調節呼吸を行ないつ

つ，10分後より膜型人工肺を使用した静一動脈潅流法を

開始する．

 脱胎は落差により貯血槽に導かれ，ローラーポンプに

より総頚動脈に送りこまれる．その間に膜型人工肺及び

熱交換器を通過する。熱交換器により体温の自然低下を

防止する．凝固防止の目的で循環前に5mg／kgのヘパリ

ンソーダを，その後持続点滴で1．5mg／kg／hourを回路内

に注入する．

 使用した膜型人工肺は内径4mm，厚さ150μのシリコ

ン・チューブをポリカーボネートの筒の中に収納した表

面積O．375m2のもので，毎分10♂の酸素がシリコン・

チューブ内を流れ，血液はチューブの外を流れる．この

人工肺は垂直面に固定され，固定血流層をつくらず，有

効接触面積を拡大するために，モーターにより長軸方向

に毎分50回，60度の角度に往復回転する．

 成績及び考案

 1群の対照群では動脈圧は一時上昇，その後徐々に

下降し，1～4時間20分の間に肺水腫を起し全例死亡し

た．その間酸素分圧，酸素飽和度の急激な下降，炭酸

ガス分圧の急激な上昇がみられ，心電図はST・Tの下

降，Q波の出現等虚血性変化を示した．剖検では肺水腫

の所見が著しい．

 H群の大動脈弓部より送血した群では動脈圧は一時上

昇するが，補助循環開始と共に安定する．しかし2～4

時間後より肺水腫を起し，約6時間後までに全例死亡し

た．低下した酸素分圧，酸素飽和度及び上昇した炭酸ガ

ス分圧は補助循環と共に正常値に復する，一方，心電図

では虚血性変化，剖検で憶肺水腫の所見が明らかであ

る．

 超群の大動脈弁直上より送渇した群では，補助循環開

始と共に酸素分圧，酸素飽和度，炭酸ガス分圧は正常値

を維持する．心電図に虚血性変化はみられず，脳波も正

常である．4時間，6時間，8時間後に屠殺した。剖検

では肺水腫像はみられなかった．血漿遊離ヘモグロビン

は上昇するが最高95mg／dlに止まる．

 結  論

 10％酸素，3％炭酸ガス，87％窒素の混合ガスによる

調節呼吸を行なうことにより約4時間以内に死亡する低
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酸素血症犬に，われわれの考案した膜型人工肺を使用し

た静一動脈潅流法を施行し，動脈圧，酸素分圧，酸素飽

和度，炭酸ガス分圧，心電図，脳波を正常に保ち，救命

することに成功した．至適潅流法として，潅流量は心拍

出量の30％前後，脱血は右心房，上大静脈より行ない，

送血は大動脈弁直上より行なうべきであることを発見し

た．

 20頭の犬を用いた実験を行ない，呼吸不全に対する膜

型人工肺を使用した静一動脈潅流法による長時間の肺補

助が可能であることを確信した．

論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は最も生理的な血液酸素付加装置である透過膜型人工肺につき，新しい型のものを開発し，将来

有望であることを示す諸データーを得ている．心臓外科の発達のため，まことに有意義な研究と判断す

る．
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